
Ⅰ

主
要
著
書

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）

独
占
禁
止
法
を
学
ぶ
（
共
編
著
）

有
斐
閣

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

独
占
禁
止
法
と
現
代
経
済
﹇
第
二
版
﹈

成
文
堂

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

独
占
禁
止
法
を
学
ぶ
﹇
新
版
﹈(

共
編
著
）

有
斐
閣

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

独
占
禁
止
法
入
門

青
林
書
院

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

経
済
規
制
と
競
争
政
策

成
文
堂

寡
占
体
制
と
独
禁
法

有
斐
閣

金
融
取
引
法
大
系
〔
一]

―
金
融
取
引
総
論
（
共
著
）

有
斐
閣

新
・
不
公
正
な
取
引
方
法
―
新
一
般
指
定
の
研
究
（
金
子
晃
・
根
岸

哲
・
舟
田
正
之
と
共
著
）

青
林
書
院
新
社

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

消
費
者
法
講
座
〔
三]

―
取
引
の
公
正
〔
一
〕(

共
著
）

日
本
評
論
社

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

現
代
契
約
法
大
系
〔
四]

―
商
品
売
買
・
消
費
者
契
約
・
区
分
所
有

建
物
（
共
著
）

有
斐
閣

教
材
独
占
禁
止
法
﹇
第
二
版
﹈(

厚
谷
襄
兒
・
向
田
直
範
・
和
田
健

夫
と
共
編
著
）

青
林
書
院

注
解
経
済
法
（
上)

（
今
村
成
和
・
丹
宗
曉
信
・
厚
谷
襄
兒
と
共
編

著
）

青
林
書
院

注
解
経
済
法
（
下)

（
今
村
成
和
・
丹
宗
曉
信
・
厚
谷
襄
兒
と
共
編

著
）

青
林
書
院

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

独
占
禁
止
法
（
有
斐
閣
法
学
叢
書
四
）

有
斐
閣

独
禁
法
の
原
理
・
原
則

総
合
法
令

一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

教
材
独
占
禁
止
法
﹇
第
三
版]

（
厚
谷
襄
兒
・
向
田
直
範
・
和
田
健

夫
と
共
編
著
）

青
林
書
院

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

注
釈
会
社
法
（
一
二
）[

新
版]

―
株
式
会
社
の
定
款
変
更
・
資
本
減
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少
・
整
理
（
共
著
）

有
斐
閣

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

企
業
結
合
と
法
（
共
著
）

三
省
堂

独
禁
法
の
原
理
・
原
則
―
知
ら
ず
に
お
け
な
い
（
原
理
・
原
則
シ
リ

ー
ズ
）

総
合
法
令
〔
旧

法
令
総
合
出
版
〕

独
占
禁
止
法
﹇
新
版
﹈

有
斐
閣

教
材
独
占
禁
止
法
﹇
第
四
版
﹈(

厚
谷
襄
兒
・
向
田
直
範
・
和
田
健

夫
と
共
編
著
）

青
林
書
院

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

現
代
経
済
法
入
門
﹇
第
三
版
﹈(
現
代
法
双
書
）(

丹
宗
曉
信
・
厚
谷

襄
兒
と
共
編
著
）

法
律
文
化
社

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

独
占
禁
止
法
﹇
第
三
版
﹈

有
斐
閣

独
占
禁
止
法
を
学
ぶ
―
経
済
憲
法
入
門
（
有
斐
閣
選
書
）[

第
三
版
﹈

(

正
田
彬
と
共
編
著
）

有
斐
閣

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

教
材
・
解
説
独
占
禁
止
法
（
厚
谷
襄
兒
・
向
田
直
範
・
稗
貫
俊
文
・

和
田
健
夫
と
共
著
）

弘
文
堂

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
年
）

独
占
禁
止
法
﹇
第
四
版
﹈

有
斐
閣

一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）

独
占
禁
止
法
を
学
ぶ
―
経
済
憲
法
入
門
（
有
斐
閣
選
書
）(

正
田
彬

と
共
編
著
）

有
斐
閣

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）

教
材
解
説
独
占
禁
止
法
﹇
第
二
版
﹈(

共
編
著
）

弘
文
堂

Ⅱ

主
要
論
文

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

新
シ
ャ
ー
マ
ン
法
と
有
効
競
争
の
理
論

商
学
討
究
一
四
巻
四
号

一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
共
同
行
為
の
認
定
に
つ
い
て

(

一)
(

二)

北
大
法
学
論
集
一
五
巻
四
号
、
一
六
巻
一
号

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
年
）

反
ト
ラ
ス
ト
法
と
有
効
競
争
の
理
論
―
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
経

済
的
基
準
（
上
・
下
）

公
正
取
引
一
八
八
、
一
八
九
号

一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
共
同
行
為
の
認
定
に
つ
い
て

(

三)

北
大
法
学
論
集
一
八
巻
三
号

多
角
的
合
併
と
反
ト
ラ
ス
ト
法

経
済
法
一
一
号

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

寡
占
的
同
調
行
動
と
独
禁
法
の
規
制

公
正
取
引
二
二
〇
号

独
禁
法
一
五
条
の
統
一
解
釈
と
判
例
理
論

公
正
取
引
二
二
四
号

大
型
合
併
と
独
禁
法

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
法
と
は
何
か
』

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）

独
禁
法
に
お
け
る
公
共
の
利
益
―
独
禁
法
二
〇
の
論
点

(

一)

公
正
取
引
二
三
一
号
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産
業
別
規
制
と
競
争
維
持
政
策
の
調
整
―
規
制
委
員
会
の
第
一
次
管

轄
権
に
つ
い
て

法
学
志
林
六
七
巻
一
・
二
号

垂
直
的
結
合
の
違
法
性
に
つ
い
て

公
正
取
引
二
三
四
号

排
他
的
特
約
店
契
約

実
務
法
律
時
報
二
号

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）

再
販
維
持
と
拘
束
条
件
付
取
引
―
粉
ミ
ル
ク
再
販
判
決
の
実
体
法
上

の
問
題
点

公
正
取
引
二
五
三
号

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）

独
占
禁
止
政
策
の
新
展
開
と
公
正
取
引
委
員
会

公
正
取
引
二
六
一
号

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）

独
占
禁
止
法
と
構
造
的
規
制
措
置

法
学
志
林
七
二
巻
一
号

独
禁
法
違
反
と
損
害
賠
償
―
消
費
者
に
よ
る
独
禁
法
強
化
の
た
め
に

公
正
取
引
二
八
三
号

独
占
禁
止
法
の
機
能
と
限
界

法
律
時
報
五
五
五
号

カ
ル
テ
ル
に
お
け
る
違
法
行
為
成
立
・
消
滅
と
排
除
措
置

石
井
追
悼
記
念
『
商
事
法
の
諸
問
題
』

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
独
禁
法
の
運
用
動
向

法
律
時
報
五
五
九
号

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

カ
ル
テ
ル
規
制
と
独
禁
法
改
正
の
問
題
点

法
律
時
報
五
六
二
号

企
業
分
割
―
ア
メ
リ
カ
の
事
例
に
み
る
現
実
と
論
理

中
央
公
論
経
営
問
題
一
四
巻
一
号

傷
だ
ら
け
の
独
禁
法
改
正

東
洋
経
済
三
八
七
一
号

独
禁
法
改
正
問
題
の
法
律
論
的
総
括

東
洋
経
済
三
八
八
六
号

カ
ル
テ
ル
の
徹
底
的
研
究

中
央
公
論
経
営
問
題
一
四
号

最
近
の
独
禁
法
強
化
の
方
向
―
流
通
経
路
支
配
と
独
禁
法
上
の
問
題

公
正
取
引
三
〇
〇
号

総
カ
ル
テ
ル
へ
進
む
日
本
産
業
―
不
当
な
石
油
の
値
上
げ
指
導
を
つ

く

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
一
一
五
号

行
政
指
導
と
独
占
禁
止
法

鈴
木
古
希
記
念
『
現
代
商
法
学
の
諸
問
題
』
有
斐
閾

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）

取
引
先
制
限
カ
ル
テ
ル
に
対
す
る
規
制
強
化
の
動
向
と
問
題
点(

一)
－
(

三)

公
正
取
引
三
三
〇
三
号－

三
〇
五
号

骨
抜
き
独
禁
法
改
正
政
府
案
に
異
議
あ
り

東
洋
経
済
三
九
四
〇
号

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

羊
頭
狗
肉
？

独
禁
法
改
正
案
の
法
律
的
盲
点
―
公
正
取
引
委
の
独

立
性
お
び
や
か
す

�事
前
協
議
�

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
四
〇
〇
一
号

企
業
分
割
と
競
争
原
理

経
済
評
論
二
六
巻
六
号

独
禁
法
改
正
と
企
業
分
割

税
経
通
信
三
二
巻
一
二
号

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

大
企
業
子
会
社
の
協
同
組
合
加
入
と
適
用
除
外

公
正
取
引
三
三
九
号

法
と
自
由
―
市
場
機
構
と
市
民
法

平
井
編
『
法
律
学
―
社
会
科
学
へ
の
招
待
』

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
年
）
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各
国
の
流
通
系
列
化
と
独
禁
法
の
規
制

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
六
号

参
入
規
制
の
問
題
点
と
改
革
の
方
向

行
政
管
理
研
究
一
〇
号

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
合
併
規
制

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
二
六
号

流
通
系
列
化
の
競
争
制
限
効
果
と
違
法
性
の
基
準
―
総
論
的
検
討

経
済
法
学
会
年
報
一
号

石
油
カ
ル
テ
ル
刑
事
判
決
の
検
討
―
独
禁
法
理
論
の
立
場
か
ら

公
正
取
引
三
六
一
号

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

不
当
な
取
引
制
限
の
禁
止

『
独
占
禁
止
法
講
座
』
第
三
巻

石
油
カ
ル
テ
ル
刑
事
事
件
判
決
の
再
検
討
（
上
・
下
）

公
正
取
引
三
六
四
・
三
六
五
号

独
禁
法
違
反
と
行
政
指
導
の
限
界
―
石
油
ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
事
件
判
決

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
六
号

農
業
協
同
組
合
と
独
占
禁
止
法
の
適
用
除
外
の
再
検
討
（
一
）

北
大
法
学
論
集
三
一
巻
三－

四
号
下

独
禁
法
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
と
相
当
因
果
関
係
（
鶴
岡
灯

油
損
害
賠
償
事
件
）

公
正
取
引
三
六
八
号

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

再
販
売
価
格
維
持
と
取
引
の
拘
束

今
村
還
暦
記
念
『
公
法
と
経
済
法
の
諸
問
題
下
』

農
業
協
同
組
合
と
独
占
禁
止
法
の
適
用
除
外

公
正
取
引
三
七
六
号

東
京
高
裁
灯
油
損
害
賠
償
事
件

判
例
評
論
二
七
八
号

再
販
売
価
格
維
持
・
専
売
制
・
テ
リ
ト
リ
ー
制
規
制
の
比
較
法
的
検

討
（
上
）

北
大
法
学
論
集
三
三
巻
二
号

不
当
廉
売
の
規
制
基
準

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
五
号

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

再
販
売
価
格
維
持
・
専
売
制
・
テ
リ
ト
リ
ー
制
規
制
の
比
較
法
的
検

討
（
下
）

北
大
法
学
論
集
三
三
巻
五
号

銀
行
取
引
と
独
禁
法鈴

木
禄
・
竹
内
編
『
金
融
取
引
法
体
系
』
第
一
巻

ア
メ
リ
カ
は
緩
和
し
て
い
る
か
一
競
争
政
策
は
む
し
ろ
強
化

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
六
一
巻
三
七
号

不
公
正
な
取
引
方
法
の
一
般
指
定
の
改
正

経
済
法
学
会
年
報
四
号

独
占
禁
止
法
違
反
の
株
式
取
得
の
効
力
『
商
法
の
争
点＜

第
二
版＞

〔
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊

法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ]

』
有
斐
閣

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

専
売
制
と
公
正
競
争
阻
害
性
―
東
洋
精
米
機
東
京
高
裁
判
決
を
め
ぐ

っ
て

公
正
取
引
四
〇
二
号

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
航
空
規
制
緩
和
の
動
向
（
上
）(

特
集

海
外
に

お
け
る
政
府
規
制
の
最
近
の
動
向
）

公
正
取
引
四
〇
三
号

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
航
空
規
制
緩
和
の
動
向
（
下
）(

特
集

最
近
の

独
占
禁
止
政
策
の
国
際
的
動
向
）

公
正
取
引
四
〇
四
号

公
正
競
争
と
消
費
者
保
護
一
競
争
の
理
念『

消
費
者
法
講
座
（
三)

』

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

景
品
規
制
の
目
的
と
体
系

『
現
代
契
約
法
大
系
（
四)

』
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信
用
協
同
組
合
の
商
人
性
と
一
方
的
商
行
為
（
昭
和
四
八
・
一
〇
・

五
最
高
二
小
判)

『
商
法
〔
総
則
・
商
行
為
〕
判
例
百
選

＜

第
二
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四]

』
有
斐
閣

鶴
岡
灯
油
事
件
控
訴
審
判
決
の
意
義
（
上
）(

昭
和
六
〇
・
三
・
二

六
仙
台
高
秋
田
支
判
）

公
正
取
引
四
一
五
号

鶴
岡
灯
油
事
件
控
訴
審
判
決
の
意
義
（
下
）(

昭
和
六
〇
・
三
・
二

六
仙
台
高
秋
田
支
判
）

公
正
取
引
四
一
六
号

消
費
者
訴
訟
と
独
占
禁
止
法
―
鶴
岡
灯
油
訴
訟
控
訴
審
判
決
（
昭
和

六
〇
・
三
・
二
六
仙
台
高
秋
田
支
判
）

法
律
時
報
五
七
巻
七
号

課
徴
金
の
対
象
と
な
る
「
当
該
役
務
」
の
売
上
額
―
自
火
報
設
備
事

件
審
決
を
め
ぐ
っ
て
（
特
集

最
近
の
独
禁
法
違
反
事
件
の
動
き
）

公
正
取
引
四
二
〇
号

取
引
拒
絶

『
独
占
禁
止
法
講
座
』
第
五
巻

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

規
制
改
革
の
方
向
と
問
題
点
―
日
加
の
比
較
（
特
集

政
府
規
制
緩

和
の
動
き
）(

古
城
誠
と
共
著
）

公
正
取
引
四
三
一
号

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
独
占
禁
止
法
制
（
特
集

外
国
競
争
法
）

公
正
取
引
四
三
二
号

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

独
占
禁
止
法
の
課
題
（
特
集

転
換
期
の
日
本
法
制
）

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
五
号

改
正
独
禁
法
一
〇
年

旬
刊
商
事
法
務
一
一
二
四
号

東
京
灯
油
訴
訟
最
高
裁
判
決
の
検
討

法
律
時
報
五
九
巻
一
二
号

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

八
幡
・
富
士
合
併

『
法
律
事
件
百
選
―
こ
れ
ら
の
事
件
が
戦
後
史

を
語
る
〔
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
〇
〇
号
記
念
特
集]

』
所
収

有
斐
閣

経
済
の
国
際
化
と
日
本
市
場
の
開
放
（
特
集

流
通
問
題
と
競
争
政

策
）

公
正
取
引
四
四
八
号

一
九
八
九
年
（
平
成
一
年
）

航
空
規
制
緩
和
の
現
状
と
課
題
（
特
集

政
府
規
制
緩
和
と
競
争
政

策
）

公
正
取
引
四
六
二
号

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

銀
行
と
独
占
禁
止
法
―
金
融
自
由
化
と
今
後
の
留
意
点

旬
刊
金
融
法
務
事
情
一
二
七
七
号

鶴
岡
灯
油
訴
訟
最
高
裁
判
決
の
検
討
―
損
害
論
を
中
心
に
（
特
集

鶴
岡
灯
油
訴
訟
最
高
裁
判
決
）

法
律
時
報
九
〇
巻
三
号

輸
入
総
代
理
店
の
功
罪
を
問
う
―
作
ら
れ
た
「
ブ
ラ
ン
ド
信
仰
の
神

話
」

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
九
三
巻
一
三
号

日
米
構
造
協
議
・
日
本
市
場
の
開
放
と
流
通
問
題

経
済
法
学
会
年
報
一
一
号

流
通
制
度
―
流
通
系
列
化
と
流
通
慣
行

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
六
号

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

企
業
結
合
と
独
占
禁
止
法

（
現
代
経
済
法
講
座
第
三
巻)

『
企
業
結
合
と
法
』

銀
行
と
独
占
禁
止
法
―
金
融
自
由
化
と
今
後
の
留
意
点

旬
刊
金
融
法
務
事
情
一
二
七
七
号
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再
販
売
価
格
維
持
の
適
用
除
外
の
見
直
し

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
七
号

航
空
規
制
緩
和
と
競
争

運
輸
と
経
済
五
三
四
号

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

建
設
業
と
銀
行
業
―
独
占
禁
止
法
の
順
守
基
準
の
作
成
（
金
融
商
事

の
目
）

金
融
・
商
事
判
例
八
九
五
号

「
信
用
秩
序
」
と
自
己
責
任
（
金
融
商
事
の
目
）

金
融
・
商
事
判
例
九
〇
一
号

独
占
禁
止
法
と
銀
行
取
引
の
問
題
点

銀
行
実
務
九
二
巻
四
号

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

金
融
制
度
改
革
と
競
争
政
策
（
金
融
商
事
の
目
）

金
融
・
商
事
判
例
九
〇
八
号

最
近
の
独
禁
法
強
化
の
方
向
と
企
業
側
の
対
応月

刊
監
査
役
三
一
五
号

金
融
制
度
改
革
と
証
券
取
引
（
金
融
商
事
の
目
）

金
融
・
商
事
判
例
九
一
五
号

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
排
除
措
置
の
運
用
状
況
の
分
析

北
大
法
学
論
集
四
四
巻
四
号

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
排
除
措
置
運
用
の
実
態公

正
取
引
五
二
一
号

米
・
Ｅ
Ｃ
・
日
に
お
け
る
不
当
廉
売
の
規
制＜

S
p

e
cial

Issu
e＞

国
際
商
業
二
七
巻
四
号

し
っ
か
り
せ
よ
！

公
正
取
引
委
員
会
―
建
設
談
合
の
摘
発
こ
そ
国

民
の
信
頼
を
回
復
す
る
道

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
七
二
巻
一
八
号

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

企
業
活
動
に
対
す
る
法
規
制
の
日
本
的
特
徴
（
企
業
活
動
の
法
的
規

制
に
お
け
る
日
仏
比
較
）＜

第
三
報
告＞北

大
法
学
論
集
四
六
巻
二
号

流
通
・
取
引
慣
行
指
針
の
実
効
性
―
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
・
特
殊
性

に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
（
特
集

日
本
の
取
引
慣
行
と
独
禁
法
）

経
済
法
学
会
年
報
一
五
号

対
面
販
売
説
明
義
務
と
再
販
売
価
格
維
持

国
際
商
業
三
二
〇
号

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

反
ト
ラ
ス
ト
法
と
独
占
行
為
の
規
制
―
シ
カ
ゴ
学
派
は
勝
利
し
た
の

か
（
特
集

私
的
独
占
事
件
の
新
た
な
展
開
）公

正
取
引
五
五
〇
号

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

カ
ル
テ
ル
規
制
の
現
状
と
課
題

公
正
取
引
五
六
一
号

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）

新
し
い
差
し
止
め
制
度
に
期
待
す
る

公
正
取
引
六
〇
五
号

Ⅲ

判
例
研
究

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

公
共
の
利
益
（
昭
和
五
五
・
九
・
二
六
東
京
高
判
）

『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選＜

第
三
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一]

』
有
斐
閣
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相
手
方
に
対
す
る
差
別
対
価
（
昭
和
五
五
・
二
・
七
公
取
委
勧
告
審

決
）

『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選＜

第
三
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一]

』
有
斐
閣

専
売
制
と
公
正
競
争
阻
害
性
―
東
洋
精
米
機
東
京
高
裁
判
決
を
め
ぐ

っ
て
（
昭
和
五
九
・
二
・
一
七
東
京
高
判
）(

特
集

最
近
の
独

禁
法
関
係
判
審
決
の
動
向
）

公
正
取
引
四
〇
二
号

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

東
京
都
の
設
置
す
る
屠
殺
場
の
原
価
割
れ
料
金
に
よ
る
営
業
が
独
禁

法
に
違
反
す
る
不
当
廉
売
に
該
当
し
、
競
争
関
係
に
あ
る
屠
殺
業

者
に
対
す
る
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た
事
例
（
昭
和
五
九

・
九
・
一
七
東
京
地
判
）＜

最
新
判
例
批
評
一
八＞

判
例
評
論
三
二
四
号

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
年
）

東
京
灯
油
訴
訟
最
高
裁
判
決
の
検
討
（
昭
和
六
二
・
七
・
二
最
高
一

小
判
）＜

判
例
の
動
き＞

法
律
時
報
五
九
巻
一
二
号

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
年
）

保
険
金
受
取
人
の
指
定
変
更
と
到
達
（
昭
和
一
五
・
一
二
・
一
三
大

審
民
五
判
）

『
生
命
保
険
判
例
百
選＜

増
補
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
七]

』
有
斐
閣

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

手
形
保
証
の
方
式
（
昭
和
三
五
・
四
・
一
二
最
高
三
小
判
）

『
手
形
小
切
手
判
例
百
選＜

第
四
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
八]

』
有
斐
閣

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）

事
業
者
団
体
と
事
業
者
と
の
建
設
談
合
（
昭
和
六
三
・
一
二
・
八
公

取
委
課
徴
金
納
付
命
令)

『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選

＜

第
四
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇]

』
有
斐
閣

全
農
に
よ
る
段
ボ
ー
ル
の
系
統
ル
ー
ト
取
引
の
維
持
の
た
め
の
拘
束

条
件
付
取
引
、
取
引
拒
絶
、
優
越
的
地
位
の
濫
用
（
平
成
二
・
二

・
二
〇
公
取
委
勧
告
審
決
）

『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選＜

第
四
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇]

』
有
斐
閣

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）

独
占
禁
止
法
違
反
の
株
式
取
得
の
効
力

『
商
法
の
争
点
〔
一
〕[

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊

法
律
学
の
争
点
シ
リ
ー
ズ
四－

一]

』
有
斐
閣

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）

信
用
協
同
組
合
の
商
人
性
と
一
方
的
商
行
為
（
昭
和
四
八
・
一
〇
・

五
最
高
二
小
判
）

『
商
法
〔
総
則
・
商
行
為
〕
判
例
百
選

＜

第
三
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九]

』
有
斐
閣

一
九
九
五
年
（
平
成
七
年
）

再
販
売
価
格
維
持
の
た
め
の
特
約
店
契
約
の
解
除
（
平
成
六
・
七
・

一
八
東
京
地
判
）

『
消
費
者
取
引
判
例
百
選

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五]

』
有
斐
閣

一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）

暗
黙
の
合
意
と
利
益
供
与
に
よ
る
拘
束
（
資
生
堂
事
件
）(

平
成
七
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・
一
一
・
三
〇
公
取
委
同
意
審
決
）

『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選＜

第
五
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一]

』
有
斐
閣

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）

株
主
総
会
出
席
停
止
の
仮
処
分
決
定
に
関
し
て
―
京
都
地
決
平
一
二

・
六
・
二
八
を
検
証
す
る

金
融
法
務
事
情
一
九
〇
九
号

二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
年
）

機
器
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
受
注
予
定
者
の
決
定
（
Ｇ
Ｌ
機
器
事
件
）

(

平
成
九
・
八
・
六
公
取
委
告
勧
審
決
）

『
独
禁
法
審
決
・
判
例
百
選＜

第
六
版＞

〔
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
一]

』

Ⅳ

英
文
論
説

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）

A
d

m
in

istrativ
e

G
u

id
an

ce
an

d
th

e
A

n
tim

o
n

o
p

o
ly

L
aw

1
0

L
aw

in
Jap

an
6

5

一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）

A
d

m
in

istrativ
e

G
u

id
an

ce
an

d
th

e
A

n
tim

o
n

o
p

o
ly

L
aw

―an
-

o
th

e
r

V
ie

w
o

f
th

e
O

il
C

arte
l

C
rim

in
al

D
e

cisio
n

s

1
5

L
aw

in
Jap

an
9

5

一
九
八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）

A
n

titru
st

in
Jap

an

―re
ce

n
t

tre
n

d
an

d
its

so
cio

-p
o

litical
b

ack
-

g
ro

u
n

d
2

0
U

B
C

L
.

R
e

v
.

3
7

9

D
istrib

u
tio

n
in

Jap
an

―as
alle

g
e

d
n

o
n
-tariff

b
arrie

rs

W
o

rk
in

g
P

ap
e

r
fo

r
A

sian
L

aw
C

e
n

te
r,

M
e

lb
o

u
rn

e
U

n
iv

e
rsity

一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）

S
o

le
Im

p
o

rt
A

g
e

n
ts:

M
o

re
H

arm
T

h
an

G
o

o
d

s?

1
1

E
co

n
o

m
ic

E
y

e
(

n
o
.

2)
2

6

一
九
九
二
年(

平
成
四
年)

T
rad

e
F

rictio
n

an
d

A
n

titru
st

L
aw

in
Jap

an

P
re

se
n

te
d

at
th

e
C

o
n

fe
re

n
ce

o
n

G
o

v
e

rn
m

e
n

t-

In
d

u
stry

R
e

latio
n

s
in

to
1

9
9

0
s:

C
o

m
p

ariso
n

w
ith

Jap
an

,
at

E
x
e

te
r

U
n

iv
e

rsity

in
E

n
g

lan
d
(

1
9

9
2)

一
九
九
四
年(

平
成
六
年)

E
n

fo
rce

m
e

n
t

o
f

A
n

tim
o

n
o

p
o

ly
L

aw
In

Jap
an

P
re

se
n

te
d

at
th

e
C

o
n

fe
re

n
ce

o
f

C
o

m
p

arativ
e

E
n

fo
rce

m
e

n
t

o
f

A
n

titru
st,

at
O

ttaw
a
(

1
9

9
4)

一
九
九
五
年(

平
成
七
年)

T
h

e
F

air
T

rad
e

C
o

m
m

issio
n

an
d

th
e

E
n

fo
rce

m
e

n
t

o
f

C
o

m
p

e
titio

n
P

o
licy

in
Jap

an

D
o
e

rn
&

W
ilk

,
“
C

o
m

p
arativ

e
C

o
m

p
e

titio
n

P
o

licy
”

Ⅴ

対
談
・
座
談
会

一
九
七
五
年

(

昭
和
五
〇
年)
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〔
座
談
会
〕
経
済
民
主
主
義
は
復
元
で
き
る
か
一
独
禁
法
改
正
へ
の

期
待
と
幻
想

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
二
〇
七
五
号

〔
座
談
会
〕
独
禁
法
改
正
の
意
義
と
今
後
の
方
向

経
済
評
論
二
四
巻
五
号

〔
座
談
会
〕
行
政
委
員
会
―
公
正
取
引
委
員
会
の
独
立
性
を
め
ぐ
っ

て

ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九
一
号

一
九
八
〇
年

(

昭
和
五
五
年)

〔
対
談
〕
石
油
ヤ
ミ
カ
ル
テ
ル
判
決
―
行
政
指
導
の
隠
れ
み
の
官
民

協
調

週
刊
東
洋
経
済
四
二
五
〇
号

〔
対
談
〕
独
占
禁
止
法
研
究
会
報
告
の
背
景
と
意
義
―
流
通
系
列
化

に
関
す
る
独
禁
研
報
告
書
を
中
心
と
し
て
(

上
・
下)

公
正
取
引
三
五
五
・
三
五
六
号

一
九
八
二
年

(

昭
和
五
七
年)

〔
座
談
会
〕
不
公
正
な
取
引
方
法

(

一
般
指
定)
改
正
の
意
義

(

特

集

不
公
正
な
取
引
方
法

(

一
般
指
定)

の
告
示
改
正)

公
正
取
引
三
八
二
号

一
九
八
五
年

(

昭
和
六
〇
年)

〔
座
談
会
〕
技
術
革
新
と
競
争
政
策

公
正
取
引
四
一
四
号

一
九
八
八
年

(

昭
和
六
三
年)

〔
座
談
会
〕
審
査
業
務
に
お
け
る
諸
問
題

(

特
集

独
禁
法
違
反
審

査
事
件
・
審
査
手
続
を
め
ぐ
っ
て)

公
正
取
引
四
五
一
号

一
九
八
九
年

(

平
成
元
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
状
況
と
傾
向

公
正
取
引
四
六
四
号

〔
座
談
会
〕
政
府
規
制
と
競
争
政
策

(

特
集

競
争
政
策
の
観
点
か

ら
み
た
政
府
規
制
の
見
直
し)

公
正
取
引
四
七
〇
号

一
九
九
〇
年

(

平
成
五
二
年)

〔
座
談
会
〕
独
占
禁
止
法
違
反
行
為
を
請
求
原
因
と
す
る
損
害
賠
償

請
求
訴
訟
一
鶴
岡
灯
油
訴
訟
最
高
裁
判
決
を
契
機
と
し
て

公
正
取
引
四
七
三
号

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

公
正
取
引
四
七
五
号

〔
座
談
会
〕
流
通
・
取
引
慣
行
と
こ
れ
か
ら
の
競
争
政
策
一
流
通
・

取
引
慣
行
等
と
競
争
政
策
に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告
書
の
狙
い

公
正
取
引
四
七
八
号

一
九
九
一
年

(

平
成
三
年)

〔
座
談
会
〕
独
禁
法
の
強
化
と
課
徴
金
の
引
き
上
げ

ジ
ュ
リ
ス
ト
九
七
七
号

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

公
正
取
引
四
八
七
号

一
九
九
二
年

(

平
成
四
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

公
正
取
引
五
〇
〇
号

一
九
九
三
年

(

平
成
五
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

公
正
取
引
五
一
三
号
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一
九
九
四
年

(

平
成
六
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

(

特
集

最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件)

公
正
取
引
五
二
四
号

一
九
九
五
年

(

平
成
七
年)

〔
対
談
〕
対
面
説
明
販
売
義
務
と
再
販
売
価
格
維
持

(

対
論
特
集
一

制
度
品
販
売
方
式
そ
れ
自
体
が
価
格
拘
束
だ)

国
際
商
業
二
八
巻
一
号

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

公
正
取
引
五
三
六
号

〔
座
談
会
〕
公
取
委
の
資
生
堂
勧
告
の
問
題
点
と
審
判
の
行
方

国
際
商
業
二
八
巻
九
号

一
九
九
六
年

(

平
成
八
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

(

特
集

独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
動
向)
公
正
取
引
五
四
七
号

一
九
九
七
年

(

平
成
九
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

(
特
集

独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
動
向)

公
正
取
引
五
六
〇
号

一
九
九
八
年

(

平
成
一
〇
年)

〔
座
談
会
〕
最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
を
め
ぐ
っ
て

(

特
集

最
近
の
独
占
禁
止
法
違
反
事
件
の
動
向)

公
正
取
引
五
七
二
号

Ⅳ

書

評

一
九
九
九
年

(

平
成
一
一
年)

丹
宗
暁
信
・
伊
従
寛
著
『
現
代
法
律
学
全
集
五
〇

経
済
法
総
論
』

公
正
取
引
五
八
七
号
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